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掛川市ウォーターPPP 導入可能性調査業務委託 

特記仕様書 

 

１ 特記仕様書の範囲 

この仕様書は、「掛川市ウォーターPPP 導入可能性調査業務委託仕様書」第１章１及び２に定める特

記仕様書とし、この仕様書に記載されていない事項は、前記仕様書によるものとする。 

 

２ 業務委託期間 

契約締結日の翌日から令和９年３月３１日まで 

 

３ 業務対象事業 

  掛川市公共下水道事業 

掛川市農業集落排水事業 

掛川市コミュニティプラント事業 

掛川市し尿処理事業 

掛川市浄化槽管理事業 

 

４ 業務内容 

以下に業務内容を掲げる。 

(1) 事業情報の整理・確認 

① 上位計画・関連計画の確認 

 業務遂行に必要となる各種計画のうち、本市にてとりまとめた資料を確認する。 

・流域別下水道整備総合計画 

・下水道基本構想ビジョン 

・下水道全体計画 

・下水道法事業計画 

・ストックマネジメント計画 

・総合地震対策計画 

・耐水化計画 

・施設再構築に関わる施設計画 

・下水道経営戦略       など 

② 維持管理状況及び建設改良情報の確認 

 業務遂行に必要となる各種維持管理及び建設改良情報のうち、本市にてとりまとめた資料を

確認する。 

・現行の各種維持管理業務委託仕様書 

・管路の維持管理（清掃、点検、調査、修繕、事故、苦情等）に関する過去３年分以上の実施

量・件数、事業費・事業内容及び受託者に関する情報 
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・管路の建設改良（更新、長寿命化対策等）に関する過去３年分以上の実施量・件数、事業

費・事業内容及び受託者に関する情報 

・処理場・ポンプ場の保全管理（点検、調査、修繕、故障等）に関する過去３年分以上の実施

量・件数、事業費・事業内容及び受託者に関する情報 

・処理場・ポンプ場の運転管理（水量、水質、ユーティリティ等）に関する過去３年分以上の

実施量・件数、事業費・事業内容及び受託者に関する情報 

・その他業務遂行上必要となる資料 

(2) 現状把握 

① 既存の各種事業計画の把握 

資料収集・整理において取りまとめた各種事業の年次別スケジュールとその概要の一覧を作

成し、各種事業の必要性と事業予定からみた問題点等を確認する。 

② 施設の維持管理状況の把握 

資料収集・整理結果を基に、業務対象施設の維持管理状況（運転管理、保守・修繕等）を確

認し、現状の維持管理における問題点等を確認する。 

③ 業務執行体制の把握 

資料収集・整理結果を基に、本市の業務執行体制を把握し、現状及び将来の業務執行体制に

おける問題点等を確認する。 

④ 関係者ヒアリング 

本市で認識する現在の汚水処理事業における現状と課題及び官民連携導入における懸念事項

について、必要に応じて、現在本市の汚水処理事業に従事する既存民間事業者へヒアリングを

行い、その結果を取りまとめる。 

⑤ 課題の取りまとめ 

 ①～④で確認した結果を体系的に取りまとめ、各問題に対しウォーターPPP 導入における影

響を整理する。 

(3) 基本方針の検討 

① 官民連携手法の整理 

対象事業において、官民連携事業（ウォーターPPP）の適応性を検討するため、汚水処理事

業における官民連携手法の事例を整理する。また、その中で対象事業への適応性が高い事業手

法を定性的に選定する。 

② 事業範囲の検討 

上記の官民連携事業の整理の中から本市の汚水処理事業で適応可能であるウォーターPPP 事

業手法において、事業範囲の検討を行う。 

(4) 民間市場調査（マーケットサウンディング） 

上記の整理及び検討結果を踏まえ、民間企業の参入意欲や官民連携における業務内容に対する意

見を把握するために本市が実施する参入意向調査について、以下の支援をする。 

① 調査準備 

監督員との協議の上、対象となる民間事業者一覧を作成し、アンケート票素案、官民連携導

入の基本方針案（なお、本市事業の現況概要資料は含まない）、実施要領案を作成する。 
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② 調査の実施及び取りまとめ 

 アンケート結果を集計した結果を踏まえ、意向調査結果として取りまとめる。 

(5) 照査 

業務を施行する上では、適宜、照査を実施して業務品質の確保に努めること。 

(6) 報告書のとりまとめ 

   これまでの検討結果をとりまとめて、報告書を作成する。 

(7) 設計協議 

円滑に業務を進めるために中間打合せを３回実施するとともに、その他必要に応じて適宜、打合

せを実施するものとする。打合せは原則 Web 会議とする。 

 


